
                                   

           
 
 

                        

                                   

 

  

出農の奇跡と軌跡 

 

五
月
二
十
五
日
（
金
）
の
陸
上
部

の
大
会
を
皮
切
り
に
本
校
の
運
動

部
が
総
体
に
出
発
い
た
し
ま
す
。  

 
 

今
月
号
は
、
各
部
の
主
将
の
誓
い

や
総
体
の
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 陸
上
競
技
部
…
全
員
が
自
己
新
記

録
を
出
し
、
一
点
を
取
る
！ 

（
五
月
二
十
五
日
〜
二
十
七
日
、
松

江
市
営
陸
上
競
技
場
に
て
。
）  

女
子
バ
レ
ー
部
…
常
に
強
気
で
攻

め
、
最
後
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

ベ
ス
ト
８
を
目
指
す
！
（
六
月
一
日

〜
三
日
、
出
商
、
大
社
、
出
雲
高
校

に
て
。
）  

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
…
一
試
合
で

も
多
く
出
来
る
よ
う
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
！
（
六
月
一
日
〜
三
日
、
松
江
南

高
校
に
て
。
）  

総
体
特
集
！ 

〜
誓
い
と
決
起
〜

  
 

四
月
二
十
七
日
に
、
本
校
が
「
緑

化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
賞
」
を
東
京
で
受
賞
し
ま
し
た
。

以
下
は
、
本
校
か
ら
随
行
者
と
し
て

参
加
し
た
二
名
の
感
想
で
す
。 

  

 

３
年
環
境
科
学
科 

飯
塚 

義
信 

 
 

人
生
の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
式
に
出

る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
七
日
に
は
、
県
知
事
へ
受
賞

の
報
告
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
た

く
さ
ん
の
記
者
の
人
が
い
て
、
こ
れ
も

ま
た
初
め
て
で
緊
張
し
ま
し
た
。
僕
も

実
習
で
、
樹
木
の
移
植
や
植
樹
を
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
全
体
で
、

も
っ
と
盛
ん
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

３
年
植
物
科
学
科 
堀
内 

有
実 

 
 

受
賞
式
は
、
二
十
分
程
度
で
終
わ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
や
受
賞

者
、
関
係
者
の
方
々
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
あ
り
、
今
ま
で
出
雲
農
林
高
校

が
行
っ
て
き
た
緑
化
活
動
の
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
お
話
が
出

来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

報
告 

緑
化
功
労
者
賞 
 

天
皇
陛
下
と
県
知
事 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
…
や
る

気
で
負
け
ず
、
完
全
燃
焼
し

ま
す
！
（
六
月
一
日
〜
三
日
、

松
江
商
業
高
校
に
て
。
）  

  
卓
球
部
…
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、

一
点
で
も
多
く
取
り
、
全
員
一
勝

す
る
！
（
六
月
一
日
〜
三
日
、
出
雲

市
平
田
町
立
体
育
館
に
て
。
）  

剣
道
部
…
一
本
一
本
確
実
に
打

ち
、
勝
利
を
手
に
す
る
！
（
六
月
一

日
・
二
日
、
益
田
市
民
体
育
館
に

て
。
）  

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
…
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
自
分
へ
の
挑
戦
。

一
㎏
で
も
自
己
記
録
を
更
新
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
（
六
月
三

日
、
本
校
に
て
。
）  

サ
ッ
カ
ー
部
…
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー

を
大
切
に
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
、
一
勝
を
目
指
す
！ 

（
五
月
二
六
・
二
七
日
浜
田
商
業
高

校
、
六
月
一
日
〜
三
日
出
雲
地

区
）。  

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
…
自
分
の
打

つ
ボ
ー
ル
に
自
信
を
持
っ
て
、
気
持

ち
で
負
け
な
い
試
合
を
す
る
よ
う
に

取
り
組
む
。
（
六
月
一
日
〜
三
日
、

浜
山
運
動
公
園
に
て
。
）  

カ
ヌ
ー
部
…
楽
し
く
漕
ぎ
、
優
勝
を

狙
う
。
一
人
で
も
多
く
入
賞
を
！

（
六
月
一
日
、
邑
智
郡
美
郷
町 

江

の
川
カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
会
場
に
て
） 

 
 
｢

甘
く
見
な
い｣

・｢

諦
め
な
い｣

 

学
校
長 

 

佐
野 

明 

 
 

一
芸
に
秀
で
た
人
に｢

ど
う
し
て
、
達
人
と
言
わ
れ
る
程
に
な
れ

た
の
で
す
か｣

と
問
う
と
、｢

や
め
な
か
っ
た
か
ら
で
す｣

と
答
え
る

人
が
け
っ
こ
う
い
ま
す
。
や
め
な
か
っ
た
理
由
は
、｢

好
き
だ
っ
た

か
ら｣

、｢

意
地
に
な
っ
て｣

、｢

そ
れ
し
か
生
き
る
術
が
な
か
っ
た

か
ら｣

等
々
で
す
。 

 

世
間
で
天
才
と
称
さ
れ
る
人
に｢

あ
な
た
は
天
才
で
す
ね｣

と
記

者
な
ど
が
言
う
と
、
本
人
は｢

私
は
天
才
で
は
な
い｣

と
、
と
ま
ど

っ
た
り
、
ム
ッ
と
し
た
り
、
怒
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
時
々
、

周
囲
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は｢

彼
は
継
続
で
き
る
と
い
う
点
で
、

天
才
か
も
し
れ
な
い｣

、｢

彼
は
努
力
す
る
と
い
う
点
で
、
天
才
か

も
し
れ
な
い｣

と
い
う
言
葉
で
す
。 

自
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
何
故
か
を
思
い
起
こ
し
て
み
る

と
、｢

で
き
る
わ
け
が
な
い｣

と
諦
め
た
時
と｢

こ
ん
な
こ
と
簡
単

だ｣

と
甘
く
見
た
時
の
２
点
で
す
。
こ
の
２
つ
の
点
か
ら
、
取
り
組

ま
な
か
っ
た
り
、
継
続
し
な
か
っ
た
り
、
努
力
し
な
か
っ
た
り
し

た
時
に
は
、
習
得
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

天
才
で
も
無
能
で
も
な
い
私
た
ち
凡
人
は
、
諦
め
て
し
ま
う
レ

ベ
ル
を
今
よ
り
高
く
し
、
甘
く
見
て
し
ま
う
レ
ベ
ル
を
今
よ
り
低

く
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
諦
め
な
い
、
甘
く
見

な
い
、
と
い
う
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

企
業
見
学
に
行
き
ま
し
た 
 
 

 

三
年
生
の
就
職
希
望
者
が
、
企

業
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
植

物
・
環
境
科
学
科
は
、
大
田
緑
地

と
村
田
製
作
所
に
、
食
品
・
動
物

科
学
科
は
ヒ
カ
ワ
精
工
と
ジ
ェ

イ
・
オ
ー
・
フ
ァ
ー
マ
へ
訪
問
し
ま

し
た
。
参
加
生
徒
は
七
十
二
名

お
り
、
企
業
か
ら
の
求
め
る
人
物

像
な
ど
真
剣
な
顔
で
聞
い
て
い
ま

し
た
。 

 

三
年
生
の
就
職
活
動
は
、
九
月

一
日
か
ら
、
県
内
・
県
外
へ
就
職

試
験
を
受
験
し
に
行
く
こ
と
に

 

な
り
ま
す
。 

 
 

大
好
評
だ
っ
た
花
と
緑

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

四
月
二
十
八
〜
二

十
九
日
に
お
こ
な
わ

れ
た
花
と
緑
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
大
好
評
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た
。
本
校
か
ら
は
ハ

ム
、
野
菜
苗
、
草
花
な

ど
を
出
品
し
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
商
品
が
完
売

い
た
し
ま
し
た
。
参
加

し
て
い
た
生
徒
の
感
想

と
し
て
、
農
林
の
特
産

物
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

き
て
い
る
と
感
じ
た
、

自
分
た
ち
が
作
っ
た

も
の
を
喜
ん
で
買
っ
て

く
だ
さ
る
人
が
い
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
な

ど
多
く
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ 

開
店 

  

五
月
九
日
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店

し
ま
し
た
。
六
月
の
開

店
予
定
は
二
、
六
、

九
、
十
三
、
十
六
、
二

十
、
二
十
三
日
で
す
。

 

必
勝
の
誓
い
を
述
べ
る
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
遠
藤
君

真剣な面持ちで説明を聞く生徒達 



６月の行事予定
日 曜 項           目 
１ 金  

２ 土 出校日  CS 

３ 日 レタリング検定試験 

４ 月 代休（2 日） 

５ 火 生徒会・農ク・家ク総会 

６ 水 CS 

７ 木 農ク意見発表校内大会 

８ 金  

９ 土 危険物取扱者試験  CS 

10 日  

11 月  

12 火 第 2 回 PTA評議委員会 

13 水 農ク校内プロジェクト発表会 CS 

14 木 一般常識テスト（3 年） 

15 金 県国際教育英語弁論大会 

16 土 CS 

17 日  

18 月  

19 火 農ク鑑定競技校内大会 

20 水 全校朝礼 CS 

21 木 考査時間割発表 

22 金 SC 来校 

23 土 CS 

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木 期末考査 

29 金 期末考査 

30 土  

                                   

                        

会
長
就
任
の
挨
拶 

「宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
学
校
と
保
護
者
が
一
体
と
な
り
生
徒
の
為
に
何

が
良
く
、
何
が
悪
い
か
話
し
合
う
場
で
あ
り
実
践
し
て
い
く
場
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
中
で
「
や
れ
ば
で
き
る
！
」
の
話
が
先
生
の

方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
は
、
生

徒
達
が
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
で
良
い
結
果
が

得
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
生
徒
達
に
自
信
と
な
り
将
来
（
進
路
な
ど
）

の
プ
ラ
ン
の
達
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
達
の
そ
の
プ
ラ
ン
の
達
成
を
私
達
保
護
者
は
見
守
り
、
ま
た

学
校
と
連
携
す
る
事
で
生
徒
達
の
良
い
所
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で
あ
り
、
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
新
任
の
あ
い
さ
つ
の
時
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
役
員
が
一
生
懸
命
に
活
動
を
行
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
一
人
一
人
の
お
力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
お
力
は
大
き
な
力
強
い

も
の
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
の
様
に
皆
様
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

江
角 

幸
治 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
報
告 

年
々
増
え
る
参
加
者 

 

五
月
十
三
日(

日)

に
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年

度
の
参
加
者
数
は
昨
年
度
を

上
回
り
１
７
２
名
と
な
り
ま
し

た
。
年
々
参
加
者
数
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
科
別
の
学
校

案
内
ツ
ア
ー
や
本
校
収
穫
物

の
販
売
な
ど
も
あ
り
他
校
の

総
会
と
は
一
味
違
っ
た
も
の
で

す
の
で
、
来
年
度
の
参
加
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
総
会
の
内
容
で
す
が

新
会
長
、
新
副
会
長
、
新

監
事
が
承
認
さ
れ
、
新
規

の
七
名
を
含
む
十
六
名
の

役
員
が
選
任
さ
れ
る
な
ど

評
議
員
が
一
新
さ
れ
、
清

新
な
気
持
ち
で
今
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
意
気
込
み

を
各
自
、
表
明
さ
れ
ま
し

た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
役
員
の
紹
介 

 

会
長 

 
 

江
角 

幸
治
（
斐
川
西
） 

 

副
会
長 

 

青
木 

仁
志
（
出
雲
一
） 

 
 
 
 
 
 

飯
塚 

勝 
 

（
大 

社 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
木 

治 
 

（
大 

社 

） 

 
 
 
 
 
 
 

監
事 

 
 

安
田 

和
子
（
出
雲
二
） 

 
 
 
 
 
 

古
田 

昌
樹
（
三
刀
屋
） 

 
評
議
員 
渡
部 

晴
美
（
出
雲
三
） 

 
 
 
 
 

川
井 

克
己
（
浜 

山 

） 

 
 
 
 
 

田
原
忠
千
代
（
南
、
佐
田
） 

 
 
 
 
 
 
 

秦 
美
由
紀
（
河 

南 

） 

 
 
 
 
 
 
 

小
村
美
紀
子
（
河 

南
） 

 
 
 
 
 

内
藤 

雅
超
（
湖
陵
、
多
伎
） 

 
 
 
 
 

青
山 

清
則
（
平 
田 
） 

 
 
 
 
 
 
 

渡
部 

昇 
 

（
旭
丘
、
光
） 

 
 
 
 
 

常
松 

正
巳
（
斐
川
東
） 

 
 
 
 
 

土
肥 

孝
史
（
西
部
地
区
） 

奇
跡
は
起
こ
る
の
か
？ 

〜
検
証 

朝
掃
除
の
そ
の
後
〜

  

先
月
号
で
紹
介
し
た
本
校
の
朝
掃

除
の
成
果
を
調
査
し
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 

遅刻者数の変化

0
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H18 H19

遅
刻
者
数

4月

5月

  

右
の
グ
ラ
フ
か
ら
平
成
十
八
年
度
の 

四
月
の
遅
刻
者
数
は
二
百
二
十
九
名 

で
あ
っ
た
が
十
九
年
度
は
百
四
十
五
名

と
八
十
四
名
減
少
し
て
い
ま
す
。
五
月

は
二
十
一
日
ま
で
の
比
較
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
平
成
十
八
年
度
は
百
八
十
三
名

で
あ
っ
た
の
対
し
、
朝
清
掃
実
施
の
今
年

度
は
百
三
十
二
名
と
四
十
八
名
の
減
少

が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

遅
刻
者
の
減
少
は
も
ち
ろ
ん
生
徒
の
意

識
・
保
護
者
の
協
力
が
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
朝
清
掃
の
影
響

も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

現
に
、
今
年
度
の
一
年
生
に
お
い
て
は

四
月
の
遅
刻
者
が
一
名
で
あ
り
、
昨
年
度

の
四
十
五
名
と
比
較
し
て
も
驚
く
べ
き
減

少
で
あ
っ
た
。 

先
日
こ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
会
議

が
行
わ
れ
一
番
の
成
果
は
、
生
徒
が
遅
刻

と
清
掃
を
強
く
意
識
し
改
善
を
考
え
始

め
た
こ
と
。
ま
た
今
後
の
計
画
が
話
し
合

わ
れ
、
時
程
の
変
更
が
決
定
し
ま
し
た
。 

  
 

時
間 

朝
清
掃 

８:

４
０
〜
８:

４
８ 

朝 

礼 

８:

５
２
〜
９:

０
０ 

１
限 

９:

０
５
〜
９:

５
５ 

２
限 

１
０:

０
５
〜
１
０:

５
５ 

３
限 

１
１:

０
５
〜
１
１:

５
５ 

４
限 

１
２:

０
５
〜
１
２:

５
５ 

昼
休
み 

１
２:

５
５
〜
１
３:

４
０ 

５
限 

１
３:

４
０
〜
１
４:

３
０ 

６
限 

１
４:

４
０
〜
１
５:

３
０ 

終
礼 

１
５:

３
０
〜
１
５:

４
０ 

  
 編

集
後
記 

 

今
年
度
も
一
年
生
全
員
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
ま
す
。
す
で
に
播

種
も
終
わ
り
、
畑
で
芽
を
出
し
て
い

ま
す
。
毎
朝
、
畑
に
来
て
は
水
遣
り

を
し
て
い
る
生
徒
達
の
顔
は
、
「
早
く

大
き
く
な
れ
」
と
願
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
を
見

て
い
る
と
、
命
の
大
切
さ
を
学
び
、

心
豊
か
な
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
思
い
ま
す
。
（
真
） 

 

 

保
護
者
の
中
に
は
、
学
校
見
学
を
楽

し
み
に
し
て
き
て
お
ら
れ
た
方
も
お
ら

れ
、
野
菜
や
ハ
ム
、
草
花
な
ど
多
く
の

買
い
物
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 


